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海洋性珪藻類は広範な塩応答性を有する。海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutum
は、高 Na+濃度環境下を好み低塩環境をストレスと感じる可能性が示唆されている。

本論文は、海洋性珪藻 P. tricornutum の低塩環境への応答を転写レベルで調べ、特

徴付けた。通常海水(0.5M [Na+]) で生育した細胞を低塩環境 (0.1M [Na+]) へ移し、

各順化過程から RNA を調整し、cDNA-amplyfied fragment length polymorphism 
(cDNA-AFLP)法にて塩応答性遺伝子の半網羅的なトランスクリプトーム解析を行

った。その結果、低塩誘導が見られた遺伝子にアスコルビン酸合成経路の鍵酵素な

どが見出された。この結果から、細胞は低塩環境を酸化ストレスと認識することが

示唆された。実際にアスコルビン酸の量は低塩順化時に上昇することも分かった。 


